
　

イ
ラ
ク
戦
争
は
、
無
法
な
侵
略
と
軍
事
占
領

●
イ
ラ
ク
攻
撃
の
口
実
と
さ
れ
た
大
量
破
壊
兵
器
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
米
政
府

調
査
団
の
最
終
報
告
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
「
大
義
」
は
完
全

に
破
綻
し
ま
し
た
。
国
連
無
視
の
戦
争
を
始
め
た
米
英
両
国
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

を
支
持
し
た
小
泉
内
閣
と
自
民
・
公
明
党
の
責
任
は
重
大
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
こ
そ
最
大
の
テ
ロ
国
家

●
戦
争
で
イ
ラ
ク
の
市
民
10
万
人
が
命
を
奪
わ
れ
た

と
推
定
さ
れ
、
11
月
か
ら
始
ま
っ
た
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ

総
攻
撃
で
も
す
で
に
犠
牲
者

が
６
千
人
を
越
え
た
と
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
病
院
が
破

壊
さ
れ
、
医
師
・
看
護
士
が

拘
束
さ
れ
、
町
中
が
瓦
礫
に

な
り
ま
し
た
。
電
気
も
水
道

も
止
ま
り
、
食
糧
・
医
薬
品

が
底
を
つ
い
て
い
ま
す
。

●
侵
略
者
に
抵
抗
す
る
の
は
イ
ラ
ク
国
民
の
権
利
。

罪
も
な
い
市
民
を
標
的
に
し
攻
撃
す
る
こ
と
が
テ
ロ

だ
と
す
れ
ば
、
「
国
際
人
道
法
」
に
違
反
し
て
市
民
を
殺
戮
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ

こ
そ
、
最
大
・
最
悪
の
「
テ
ロ
リ
ス
ト
国
家
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
力
攻

撃
を
広
げ
一
般
市
民
の
犠
牲
を
増
や
せ
ば
、
占
領
者
へ
の
憎
し
み
と
怒
り
が
高
ま

る
の
は
当
然
で
す
。

　

イ
ラ
ク
全
土
が
「
戦
闘
地
域
」

●
自
衛
隊
は
イ
ラ
ク
で
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
に
比
べ
て
極
め
て
効
率
の
悪
い
「
人
道
復
興

支
援
」
活
動
と
と
も
に
、
米
軍
の
武
器
・
弾
薬
、

武
装
兵
の
輸
送
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
占
領
軍

の
一
翼
を
担
う
サ
マ
ワ
の
自
衛
隊
宿
営
地
も
す
で

に
８
回
ミ
サ
イ
ル
や
迫
撃
砲
に
よ
る
攻
撃
を
受
け

ま
し
た
。

　

戦
闘
が
泥
沼
化
し
、
治
安
悪
化
が
進
む
中
、
自

衛
隊
員
に
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
戦
闘
地
域
」
に
は
行
か
な
い
と
し
た
「
イ
ラ
ク

特
措
法
」
に
て
ら
し
て
も
、
自
衛
隊
は
た
だ
ち
に

撤
退
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
　

国民多数は「イラク派兵継続反対」

●「イラク戦争を支持したのは正しい」という小泉
　首相の発言についても「納得できない」が67％、
　「納得できる」はわずか18％（朝日10月26日）
●イラク派兵延長について」
　賛成　25%  　反対  63%（朝日10月26日）
  賛成　27%  　反対  51%（毎日11月８日）
  賛成　26%  　反対  63%（ＮＨＫ11月８日放映）

 世界191ヵ国、人口62億人のうち

＊イラク戦争を支持した国＝49ヵ国

＊イラクに派兵した国＝37ヵ国

＊すでに撤兵した国＝８ヵ国

＊撤退を表明している国＝７ヵ国

＊残るのは＝22ヵカ国(人口７億人)


